
（　）内は前月比

11,458(  +2)
  5,529(    -6)
  5,929( +8)
  4,467(+14)

平成 24年 12 月 31 日現在

現在工事が進められる「長島サンセットストーンパーク」

　

町
で
は
、
秋
か
ら
初
冬
に
か
け
咲

く
ツ
ワ
ブ
キ
の
美
し
い
花
と
、
沿
道

の
雑
草
を
防
ぐ
目
的
で
道
路
の
法
面

な
ど
に
ツ
ワ
ブ
キ
の
植
栽
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

が
評
価
さ
れ
、
今
年
度
、
県
の
魅
力

あ
る
観
光
地
づ
く
り
事
業
で
、
石
積

み
の
だ
ん
だ
ん
畑
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

「
長
島
サ
ン
セ
ッ
ト
ス
ト
ー
ン
パ
ー

ク
」
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

同
パ
ー
ク
の
場
所
は
、
町
文
化

ホ
ー
ル
下
の
緩
や
か
な
傾
斜
地
に
造

成
さ
れ
、
園
内
の
だ
ん
だ
ん
畑
に
は

ツ
ワ
ブ
キ
を
植
え
る
計
画
で
す
。
そ

の
一
画
の
畑
に
は
、
全
国
各
地
か
ら

取
り
寄
せ
た
都
道
府
県
ツ
ワ
ブ
キ

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
来
園
者
に
紹
介

す
る
予
定
で
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
全
国
各
地
の
ツ

ワ
ブ
キ
を
探
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

全
国
の
ツ
ワ
ブ
キ
収
集

に
ご
協
力
を
！

ひ
、
県
外
の
親
戚
、
知
人
に
声
を
掛

け
て
い
た
だ
き
、
多
く
の
ツ
ワ
ブ
キ

が
集
ま
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

○
受
入
期
間

　

３
月
11
日
～
４
月
15
日

　
　
◎
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　

役
場
景
観
推
進
課
景
観
係

　
　
　

☎
（
86
）
１
１
３
６
［
直
通
］

外国人ら、ブリの
解体ショーにくぎ付け

鹿児島市国際交流市民の会「国際交流探訪団」来町
　

12
月
２
日
、
鹿
児
島
県
内
在
住
の
外
国
人
と
、
国
際

交
流
に
関
係
の
あ
る
人
が
参
加
し
た
バ
ス
ツ
ア
ー
「
国

際
交
流
探
訪
団
」
の
一
行
１
３
７
人
が
、
本
町
を
訪
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
町
内
に
数
多
く
点
在
す
る
古
墳
群
や
特

産
の
焼
酎
工
場
、
ブ
リ
生
産
拠
点
の
薄
井
漁
港
を
視

察
。
鬼
塚
古
墳
で
は
、
本
町
の
職
員
が
長
島
と
古
墳
の

関
係
に
つ
い
て
説
明
を
行
う
と
、
参
加
者
ら
は
真
剣
に

聞
い
て
い
ま
し
た
。
杉
本
酒
造
の
焼
酎
工
場
で
は
見
学

後
、
特
産
の
焼
酎
「
さ
つ
ま
島
美
人
」
な
ど
数
種
類
を

試
飲
す
る
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
「
い
い
香
り
で
お
い
し

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
日
本
有
数
の
ブ
リ
の
出
荷
地
、
薄
井

漁
港
を
訪
れ
、
７
㌔
を
超
す
大
物
の
ブ
リ
「
鰤ぶ
り
お
う王
」
の

解
体
シ
ョ
ー
と
試
食
が
振
る
舞
わ
れ
、
準
備
さ
れ
た
刺

し
身
や
す
し
、
ブ
リ
汁
、
ブ
リ
カ
ツ
に
大
喜
び
で
し
た
。

　

参
加
し
た
、
鹿
児
島
市
の
浜
園
絵
里
可
さ
ん
は
「
長

島
の
食
材
は
全
部
お
い
し
く
、
特
に
ブ
リ
料
理
は
最

高
。
次
は
季
節
の
い
い
時
期
に
友
達
を
誘
っ
て
遊
び
に

来
ま
す
」
と
満
足
し
て
い
ま
し
た
。

ブリの解体ショーを喜ぶ参加者ら
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